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第２章　
検出した遺構と遺物

第１節．調査の概要

（第１・３・４図）

　今回の調査では、住宅建設場所 (Ａ区 )と浄化槽設

置場所 (Ｂ区 )の２か所に調査区を設定し、調査を実

施した。検出した遺構は竪穴住居３軒（SI010 ～ 012）

と土坑８基（SK002 ～ 009）と溝状遺構３条（SD001

～ 003）である。

第２節．調査区の基本層序

(第２図 )
　基本層序は、Ａ区北西壁面に設定し観察を行った。

堆積状況は、Ⅰ：表土、Ⅱ：耕作土、Ⅲ：ソフトロー

ムに近い褐色土、Ⅳ～Ⅵ：ハードローム層である。本

地点は台地より一段下がった低位段丘と推定され、明

確なソフトローム層ではない、褐色土が堆積しており、

その下では、立川ローム層の下層が堆積していると考

えられたが、本低位段丘の層序については、先行調査

が少なく、今後検討が必要である。

　　

第３節．遺構と遺物
（１）竪穴住居

SI010（第４・５・11図、第３表、図版１・３）

位置　Ｂ区に位置する。

規模　住居一部の検出のため、規模は不明である。

形態　時期的に隅丸方形または方形と推定されるが不

明である。

構造　住居に伴うと推定されるピットを１基検出した

が、そのほかは確認できなかった。ピットの深さは0.1

ｍを測る。

出土遺物　弥生土器 17.03 ｇ、土師器 542.76 ｇ、須

恵器 199.77 ｇ、陶器 97.71 ｇ、礫 208.08 ｇ、鉄滓

28.31 ｇが出土した。遺物の時期は弥生時代後期から

であり、土師器とともに須恵器が多く出土している。

SI011（第４・６図、図版１）

位置　Ａ区の西端に位置する。

規模　住居一部の検出のため、正確な規模は不明であ

る。

形態　隅丸方形か

構造　住居に伴うピットを１基検出したが、そのほか

は確認できなかった。ピットの深さは 0.37 ｍを測る。

出土遺物　土師器 71.56 ｇが出土した。古墳時代前期

の遺物が多く出土しているが、住居一部の検出に留ま

り、出土遺物は他の住居に比べ、少量である。

SI012（第４・７・11図、第３表、図版１・３）

位置　Ａ区の南東端に位置する。すぐ北側に SD001 が

位置し、SD001 より前に造営されたと出土遺物などか

ら推定される。

規模　住居端の検出のため、正確な規模は不明である。

形態　隅丸方形または方形か

構造　ピットを１基検出し、ピットの深さは約 0.35

ｍを測る。また、掘方からもピットを検出した。その

ほか、焼土の堆積を一部で検出し、規模は長軸 0.6 ｍ

で短軸は 0.2 ｍを測る。

出土遺物　土師器 345.24 ｇ、礫 40.16 ｇが出土した。

住居内からは古墳時代の土師器、なかでも甑片が出土

した。

（２）溝状遺構

SD001・SD002・SD003（第４・９・11図、第３表、

図版１～３）

位置　Ａ区の中央部から南部にかけて分布しており、

東西方向に延びている。

規模・形態　SD001、SD002 ともに長さ約 6.3 ｍを測

り、やや蛇行気味である。断面形態をみると、SD001

と SD002 で切り合いがあり、SD002 が SD001 を切って

おり、２つともＵ字状を呈している。さらに北側の浅

い溝の SD003 とも切り合っており、SD003 が SD002 を

切っている。SD003 の長さは約 4.4 ｍを測り、SD001

と SD002 はＡ区全体に延びるのに対して、SD003 は

SK003、SK004 に切られるかたちで、途切れている。
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また、SD002 と SD003 の西部では SK008、中央部で

は SK002、SD001、SD002、SD003、 東 部 で は SK003、

SK004 と切りあっており、溝が土坑に切られている。

出土遺物　SD001 と SD002 からは古墳時代土師器や須

恵器が主体となって出土しており、そのほか弥生土器

や、陶器、骨も出土した。また、SD003 でも古墳時代

土師器が出土した。

（３）土坑（第４・８～ 11図、第１・３表、図版１～３）

　Ａ区から土坑８基 (SK002 ～ SK009) を検出した。形

状及び規模は別表のとおりである。（第１表）

　出土遺物は、SK002 では、土師器 59.36 ｇ、須恵器

3.92 ｇが出土した。SK003 では、弥生土器 5.73 ｇ、

土師器 477.95 ｇ、S 字甕 4.15 ｇ、須恵器 28.47 ｇ、

陶器69.91ｇ、礫17,967.26ｇが出土した。SK004では、

土師器 155.57 ｇ、墨書土器 4.8 ｇ、須恵器 12.27 ｇ

が出土した。今回の調査で墨書土器の出土は、この

SK004 のみである。SK005 では、弥生土器 6.41 ｇ、土

師器 270.26 ｇ、土製品 18.36 ｇ、礫 162.58 ｇが出土

した。SK006 では、土師器 77.21 ｇ、須恵器 11.92 ｇ、

礫1.4ｇが出土した。SK007では、遺物の出土が無かっ

た。SK008 では、土師器 119.47 ｇ、須恵器 2.71 ｇ、

礫 47.31 ｇが出土した。SK009 では、土師器 9.26 ｇ

が出土した。各土坑からの出土遺物は古墳時代前期か

ら古墳時代後期の遺物が主体であり、一部で、弥生時

代後期土器や、S 字甕、奈良・平安時代と推定される

墨書土器なども出土した。

　また、SK003 では膨大な礫の出土があったことから

SK003 の遺物出土状況の詳細を記す。

SK003（第４・８・10図・第１・２・３表、図版２・３）

位置　Ａ区の SD001 南東内に位置する。

規模・形状　不整円形で 148 ㎝× 113 ㎝で深さ 115 ㎝

を測る。

出土遺物　礫が土坑下部の８層から 10 層を中心に出

土している。遺物では古墳時代土師器が主体であるが、

弥生土器や S 字甕も出土している状況から、SD001 よ

りも前または、同時期に造営されたものと推定される。

　SK003 では、礫が 167 点、17,908.04 ｇの出土があり、

材質としてはチャートが最も多く、次いで流紋岩の礫

が出土している。完形の礫が 135 点で、20 ｇ未満の

礫が最も多く、次いで 60 ～ 79 ｇの礫が出土している。

多数の礫が出土した SK003 の礫は、チャートの材質が

主体であり、なかには被熱を受けている礫も認められ

た。

（４）出土遺物（第 11図・第３表）

　遺構と調査区内より出土した遺物の特徴として、古

墳時代前期から古墳時代後期にかけての土師器が主体

であることを把握した。また、過去の調査でも出土

していた、S 字甕が今回の調査でも出土した。そのほ

か、SK004 では礫の出土は無く、切り合って検出した

SK003 に限り多量の礫が出土する状況は、柱を備え付

けるための敷石など、何かしらの用途で敷かれたと考

えられるが、詳細は特定できなかった。

第３章　まとめ

　今回の調査では、住居３軒を検出したが、３軒とも

に部分的な検出に留まり、詳細は把握することができ

なかった。しかし、出土遺物より弥生時代後期から古

墳時代の遺物が主体であることからも、住居の時期も

弥生時代後期から古墳時代の時期と推定される。

　また、Ａ区中央部から南部にかけて溝状遺構を３条

検出し、溝と切り合う土坑を４基検出したが、そのう

ち１基からは下部付近に礫を集積した状況を確認し

た。溝の時期は出土遺物より古墳時代前期から後期頃

と推定される。土坑に関しても、出土遺物より古墳時

代前期から後期頃と推定される。溝の性格は古墳時代

の区画溝なのか、特定することはできなかった。

　これまでの調査で、大曽根台畑遺跡範囲の中央部で、

古墳時代の住居が確認されてきたが、当調査区でも同

時期の住居が確認された。このため、大曽根台畑遺跡

の中央部では、古墳時代前期から後期を中心に集落が

営まれていたと考えられる。

　また、当地域の地形は袖ヶ浦台地より低い低位段丘

であり、すぐ南には沖積平野が広がる地理的特徴や、

近隣の西原遺跡も同じ低位段丘面に立地しており、当

地域は弥生時代後期から古墳時代にかけて台地のみで

なく低位段丘面や自然堤防上において集落が活発に形

成されている可能性が考えられる。
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　　第４図　大曽根台畑（５）調査区全体図 (１：60)　
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５．暗褐色土　住居覆土　ローム粒子少　ロームブロック中　赤色スコリア微量含む　しまいあり　粘性あり

６．黒褐色土　住居覆土　ローム粒子少　ロームブロック少　赤色スコリア中量含む　しまりあり　粘性強い
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　　第５図　SI010 遺構実測図

　　第６図　SI011 遺構実測図
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　　第７図　SI012 遺構実測図

　　第８図　SK003・004 遺構実測図



‐ 10‐

1

2

1

3

4

5

１

２ ３

５４
９

６ ７

８
10

11

１

２

３

４

５

８

a

b

c

d

６

７

３

９

e

f

g

h

１． 暗褐色土　ローム粒子少　ロームブロック微量　赤色スコリア微量含む　しまり強い　粘性ややあり

２．暗褐色土　ローム粒子　赤色スコリア微量含む　しまり強い　粘性ややあり

３．暗褐色土　ローム粒子　赤色スコリア少量　しまり強い　粘性あり

４．暗褐色土　ロームブロック少　橙色粒子少量含む　しまり強い　粘性あり

５．黒褐色土　ローム粒子少　ロームブロック微量　赤色スコリア中量含む　しまり強い　粘性強い

６．褐色土　　ローム主体　しまり強い

７．暗褐色土　ローム粒子中　ロームブロック微量含む　しまり強い
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１． 暗褐色土　表土　　ガラ多量含む

２．暗褐色土　耕作土　ローム粒子微量含む　しまり強い

３．暗褐色土　ローム粒子　赤色スコリア微量含む　しまり強い
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５．黒褐色土　ローム粒子　ロームブロック微量含む　しまり強い　粘性あり

６．黒褐色土　ローム粒子微　しまり強い　粘性ややあり

７．黒色土　　ロームブロック斑状に含む　ローム粒子少量含む　しまりあり　粘性とてもあり

８．黒色土　　ローム粒子　赤色スコリア微量　しまりあり　粘性ややあり

９．褐色土　  ローム主体　しまり強い　粘性あり

 a．暗褐色土　ローム粒子中　赤色スコリア少量含む　しまりあり　粘性あり

ｂ．黒褐色土　ローム粒子少　橙色スコリア微量含む　しまり強い　粘性あり

ｃ．暗褐色土　ローム粒子中　ロームブロック斑状に含む　しまりあり　粘性ややあり

ｄ．黒褐色土　ローム粒子中　しまり中　粘性とてもあり

 e．暗褐色土　ローム粒子　赤色スコリア微量含む　しまり強い　粘性あり

ｆ．暗褐色土　ローム粒子　ロームブロック斑状　赤色スコリア微量含む　しまり中　粘性あり

ｇ．暗褐色土　ローム粒子中　ロームブロック斑状に含む　しまり強い　粘性あり

ｈ．黒褐色土　ローム粒子少　ロームブロック少量含む　粘性とてもあり

１

２

３４

５

６ ７

８
９

10

１． 暗褐色土　　ローム粒子中　赤色スコリア少　石や土器を微量含む　粘性弱

２．暗褐色土　　ローム粒子少　赤色スコリア微量　しまり強　粘性弱

３．暗褐色土　　ローム粒子微　赤色スコリア微量　しまり強　粘性あり

４．暗灰褐色土　ローム粒子　橙色スコリア微量に含む　しまり強　粘性あり

５．黒褐色土　　ローム粒子少　ロームブロック少　赤色スコリア少量含む　しまり強　粘性あり

６．暗褐色土　　ローム粒子中　赤色スコリア微量含む　しまりあり　粘性ややあり

７．褐色土　　　ローム粒子中　ロームブロック多量含む　しまりあり　粘性ややあり

８．暗褐色土　　ローム粒子中　ロームブロック少量含む　しまりややあり　粘性あり

９．暗褐色土　　ローム粒子中　ロームブロック微　赤色スコリア微量含む　しまりあり　粘性あり

10．褐色土      ローム主体

Ｃ Ｃ’Ｌ=16.2ｍ

１

２

３

５
４

７ ８

９

10 11
12

６

１． 暗褐色土　ガラ含む

２．暗褐色土　耕作土　ローム粒子少量含む　しまりあり　粘性弱

３．暗褐色土　ローム粒子少　赤色スコリア少量含む　しまり強　粘性弱

４．褐色土　　ローム粒子多　ロームブロック中量含む　しまり強　粘性ややあり

５．暗褐色土　ローム粒子少　ロームブロック微　赤色スコリア微量含む　しまりあり　粘性弱

６．褐色土　　ローム粒子中　ロームブロックに含む　しまりややあり　粘性あり

７．暗褐色土　ローム粒子微　橙色粒子微　しまり強　粘性あり

８．暗褐色土　ローム粒子微　ロームブロック微　しまり強　粘性弱

９．黒褐色土　ローム粒子少　しまり強　粘性ややあり

10．黒褐色土　ローム粒子微　ロームブロック斑状に含む　しまり強　粘性あり

11．黒褐色土　ローム粒子少　ロームブロック中量含む　しまり強　粘性あり

12．黒色土　　ローム粒子微　ロームブロック微量含む　しまり中　粘性とてもあり

Ｄ’Ｌ=16.4ｍ

４

３

５
２１

５

５
５

１． 黒褐色土　SK005 覆土　ローム粒子微　ロームブロック中量含む　しまりややあり　粘性ややあり

２．暗褐色土　SK006 覆土　ローム粒子少　ロームブロック微量含む　しまりあり　粘性ややあり

３．暗褐色土　SK007 覆土　ローム粒子少　赤色スコリア微量含む　しまりあり　粘性弱い

４．黒褐色土　SK007 覆土　ローム粒子少　ロームブロック斑状に含む　しまりあり　粘性ややあり

５．褐色土　　ローム粒子微量含む　しまり強　粘性ややあり

Ｅ’Ｌ=16.4ｍ

(１:60) １ｍ０

(１:60) １ｍ０

(１:60) １ｍ０

(１:60) １ｍ０

１ｍ（１ ： 40）０

Ｂ Ｂ’Ｌ=16.1ｍ

Ａ Ａ’Ｌ=16.4ｍ

Ｄ

Ｅ

SK003出土礫の石材

チャート 流紋岩 砂岩 凝灰岩 ホルンフェルス 安山岩

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

1～19
20～39
40～59
60～79
80～99

100～119
120～139
140～159
160～179
180～199
200～219
220～239
240～259
260～279
280～299

300～

SK003出土礫重量分布

土坑番号 位置 形状 規模（㎝） 深さ（㎝）

SK002 調査区中央部 方形 100×90 65

SK003 調査区南東部 不整円形 148×113 115

SK004 調査区南東部 不整円形 120×90 98

SK005 調査区北東端 楕円形 78×77 18

SK006 調査区北東端 不整方形 83×45 19

SK007 調査区北部 不整長方形 60×38 16

SK008 調査区西部 不整円形 95×50 93

SK009 調査区北西部 不整円形 80×70 43

SD001 SD002

SK008

SK009

SD003

SD001 SD002

SK002

SD001
SD002

SD003

SD001

SD002

SK005 SK006 SK007

第１表　検出土坑一覧表 第２表　SK003 出土礫集成表

石材 点数（点）

チャート 94

流紋岩 35

砂岩 28

凝灰岩 5

ホルンフェルス 3

安山岩 2

合計 167

　　第９図　SD001 ～ 003・SK005 ～ 007 土層断面図　　

　　第 10 図  SK003 出土礫集成図　
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1 SI010-1
2 SI010-2

3 SI010-3
4 SI010-4

6 SI012-1

5 SI010-5

12 SD002-1
13 SD002-2

7 SD001-1

14 SD002-3

17 SD002-6

18 SD002-7

16 SD002-5
15 SD002-4

10 SD001-4

20 SK003 一括

21 SK003 一括 22 SK003 一括

24 SK004 一括
25 SK005 一括

26 SK006 一括

28 調査区中央部一括

35 調査区一括

8 SD001-2

27 SK006 一括

36 調査区一括

29 調査区中央部一括

23 SK004-1

32 調査区東部 -3
31 調査区東部 -2

11 SD001 一括

9 SD001-3

19 SK003-1

33 調査区東部 -4

34 調査区東部 -5

30 調査区東部 -1

(１:３) 10㎝０

10 ㎝（１ ： ４）０

6・7・29

　　第 11 図  出土遺物実測図　　
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口径 器高 底径

１ SI010 弥生土器 鉢 口縁部 ― ― ― 明褐色

２ SI010 須恵器 壺 胴部 ― ― ― 暗灰色

３ SI010 須恵器 甕 胴部 ― ― ― 明灰色

４ SI010 陶器 甕 口縁部 ― ― ― 暗灰色

５ SI010 須恵器 甕 胴部 ― ― ― 暗灰色

６ SI012 土師器 甑 口縁部20％ （29.0） （13.2） ― 赤褐色

７ SD001 須恵器 甕 口縁部24％ （12.0） （4.5） ― 暗灰色

８ SD001 陶器 甕 体部下端 ― ― ― 黒褐色

９ SD001 陶器 甕 胴部 ― ― ― 黒褐色

10 SD001 土師器 甑 把手部 ― ― ― 赤褐色

11 SD001 弥生土器 鉢 口唇部 ― ― ― 橙色

12 SD002 弥生土器 鉢 口縁部 ― ― ― 橙色

13 SD002 土師器 甕 底部100％ ― （2.2） 6.0 橙色

14 SD002 須恵器 甕 胴部 ― ― ― 暗灰色

15 SD002 須恵器 甕 胴部 ― ― ― 灰色

16 SD002 灰釉陶器 壺 口縁部 ― ― ― 暗灰色

17 SD002 土師器 器台 脚部 ― （3.4） ― 赤褐色

18 SD002 灰釉陶器 甕 口縁部 ― ― ― 暗灰色

19 SK003 陶器 甕 胴部 ― ― ― 茶褐色

20 SK003 弥生土器 壺 胴部 ― ― ― 橙色

21 SK003 土師器 S字甕 胴部 ― ― ― 暗褐色

22 SK003 土師器 S字甕 胴部 ― ― ― 暗灰色

23 SK004 須恵器 甕 胴部 ― ― ― 灰色

24 SK004 土師器 坏 底部 ― ― ― 暗褐色

25 SK005 弥生土器 壺 胴部 ― ― ― 暗赤色

26 SK006 須恵器 甕 胴部 ― ― ― 暗灰色

27 SK006 礫 剥片 ― 黒灰色

28
調査区
中央部

土師器 坏 底部 ― （2.0） （3.0） 暗褐色

29
調査区
中央部

石製品 砥石 ― 赤褐色

30
調査区
東部

土師器 坏 口縁部 ― ― ― 明褐色

31
調査区
東部

土師器 甕 胴部 ― ― ― 橙色

32
調査区
東部

土師器 甕 胴部 ― ― ― 褐色

33
調査区
東部

土師器 甕 胴部 ― ― ― 黒褐色

34
調査区
東部

土師器 S字甕 胴部 ― ― ― 黒褐色

35 調査区 土師器 炉器台 器台部 ― ― ― 赤褐色

36 調査区 須恵器 坏 胴部 ― ― ― 明灰色

外面：ヘラケズリ、ナデ
内面：ヘラケズリ、ナデ

平安時代

外面：ハケメ、ナデ
内面：ヘラケズリ

古墳時代

外面：鋭いハケメ
内面：ヘラケズリ、ナデ

古墳時代

外面：ヘラケズリ、赤彩
内面：ヘラケズリ、ナデ

古墳時代

外面：回転ヘラケズリ
内面：回転ヘラケズリ

古墳時代

外面：ヘラケズリ
内面：ヘラケズリ

中世

外面：平行叩き痕
内面：ヘラケズリ

古墳時代

外面：ヘラケズリ、ナデ
内面：ヘラケズリ、ナデ

中世

外面：縦方向ヘラケズリ、ナデ
内面：横方向ヘラケズリ、ナデ

中世

外面：ハケメ
内面：ヘラケズリ

古墳時代

外面：縦方向ヘラケズリ
内面：横方向ヘラケズリ

古墳時代

長：4.8　厚：3.5 表裏に研磨痕

ロクロ成形
外面：ナデ、体部に墨書
内面：ナデ

奈良・平安時代

外面：ヘラミガキ、赤彩
内面：ナデ

弥生時代後期

外面：平行叩き痕
内面：同心円状当て具痕

古墳時代

長：3.1　厚：3 ホルンフェルス

外面：回転ヘラケズリ、ナデ
内面：ミガキ、黒色化
底部：回転糸切後、ナデ

平安時代

外面：斜縄文
内面：ナデ

弥生時代後期

外面：多方向に鋭いハケメ
内面：ヘラケズリ

古墳時代

外面：横方向に強いハケメ
内面：ヘラケズリ

古墳時代

外面：ヘラミガキ、赤彩
内面：ヘラケズリ

古墳時代

外面：ヘラケズリ
内面：ヘラケズリ

古墳時代

外面：ヘラケズリ、ヘラナデ
内面：ヘラナデ

古墳時代

外面：口唇部二段の工具によるキザミ目
内面：ヘラナデ、赤彩

弥生時代後期

外面：平行叩き痕
内面：同心文状当て具痕

古墳時代

外面：平行叩き痕
底部：同心文状当て具痕

古墳時代

外面：ナデ
内面：ナデ
全体に灰釉

古墳時代

外面：斜縄文
底部：ヘラナデ、赤彩

弥生時代後期

外面：ヘラケズリ
底部：ヘラケズリ後、未調整、砂圧痕

古墳時代

外面：ヘラケズリ、ナデ
内面：口縁部に輪積み痕、ヘラケズリ、ナデ

古墳時代

外面：ヘラケズリ
底部：輪積み痕、ヘラケズリ

中世、砥石に転用

外面：ヘラケズリ後にヘラナデ
底部：横方向ヘラケズリ

古墳時代

外面：口縁部横ナデ、体部縦方向ヘラケズリ
内面：ナデ

古墳時代

外面：上半部工具によるキザミ目、体部ナデ
内面：ヘラケズリ

弥生時代後期

回転台成形
外面：回転ヘラケズリ、外面一部に自然釉
内面：横方向回転ヘラケズリ

古墳時代

外面：平行叩き痕
内面：ヘラケズリ、ヘラナデ
内外面ともに研磨痕

古墳時代

計測値内の（）は、口径・底径は復元値、器高は残存値

遺物番号
遺構
名称

種別 器種
部位

遺存率

寸法（㎝）
色調 調整技法等 備考

第３表　出土遺物観察表　　



              写 真 図 版



１．SI010 完掘 (東→ )

３．SI011 完掘 (東→ )

２．SI010 セクション (北→ )

図版１検出遺構①

４．SI012 完掘・セクション (北→ )

５．SI012 遺物出土状況 (北→ ) ６．SD001・SD002 遺物出土状況 (東→ )

７．SD001・002・SK002 セクション (北東→ ) ８．SD001・002・003 セクション (北東→ )



１．SD001 ～ 003・SK002 完掘 (西→ )

３．SK002( 北西→ )

２．SD001 ～ 003 完掘 (北西→ )

図版２検出遺構②

４．SK003・004 完掘 (南東→ )

５．SK003 完掘 (北西→ ) ６．SK003 セクション (北→ )

７．SK008 完掘 (東→ ) ８．SK005 ～ 007 セクション (北→ )



１．SK003 出土礫

図版３出土遺物

２．出土遺物 (第 11 図 - １～７) ３．出土遺物 (第 11 図 - ８～ 19)

４．出土遺物 (第 11 図 -20 ～ 36) ５．出土遺物 (第 11 図 -27・29)
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大曽根台畑遺跡 集落跡 古墳時代 古墳時代竪穴住居跡３軒・土坑８
基・溝状遺構３条 

弥生土器・ 
古墳時代土
師器・須恵
器・礫 

出土遺物は古墳時代土師器が主体
である 

要 約 
調査区中央部より溝状遺構を検出し、調査区の北西側と南東側より古墳時代住居３軒を検出した。 

 


